
ＬＣＡＣ特別公開に海自入隊予定者が参加
衛
隊
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
特
別
公
開
に
、
来
年
度
の

目
の
当
た
り
に
し
た
参
加
者
は
「
音
と
風

た
も
の
。

繰
り
返
し
海
面
か
ら
砂
浜
に
乗
り
上
げ

沢
海
岸
（
沼
津
市
）
で
行
わ
れ
た
海
上
自

こ
の
特
別
公
開
は
、
自
衛
隊
に
興
味
の

安
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
。

る
揚
陸
の
迫
力
と
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
機
動
性
を

圧
が
す
ご
い
」
と
圧
倒
さ
れ
た
様
子
だ
っ

等
陸
尉
）
は
１
２
月
１
１
日
（
日
）、
今

あ
る
若
者
や
入
隊
予
定
者
、
保
護
者
に
海

海
上
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
を
引
率
し
た
。

上
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
や
入
隊
前
の
不

族
４
人
が
参
加
し
、
揚
陸
訓
練
の
様
子
を

富
士
所
か
ら
は
入
隊
予
定
者
と
そ
の
家

見
学
し
た
。

静岡模型教材協同組合に感謝状を贈呈
こ
れ
は
、
静
岡
地
本
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人
に
本
部
長
か
ら
謝
意
を
表
す
も
の
。

見
を
交
わ
し
、
武
田
本
部
長
が
さ
ら
な
る
連
携
強
化
と
広
報
活
動
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

会
場
正
面
に
自
衛
隊
の
装
備
品
展
示
や
広
報
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と
と
も
に
、
今
年
度
地
本
が
初
め
て

を
手
渡
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
商
業
面
や
防
衛
面
か
ら
見
た
国
際
情
勢
や
自
衛
隊
の
装
備
品
に
つ
い
て
意

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
域
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

会
社
タ
ミ
ヤ
本
社
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
静
岡
模
型
教
材
協
同
組
合
へ
の
感
謝
状
贈
呈
を
行
っ
た
。

開
催
し
た
プ
ラ
モ
デ
ル
教
室
に
協
力
す
る
等
、
多
岐
に
わ
た
る
広
報
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
。

同
協
会
は
、
例
年
静
岡
市
で
開
催
し
て
い
る
国
際
的
な
模
型
の
祭
典
「
静
岡
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
」
で

富
士
地
域
事
務
所
（
所
長
・
本
間
亮
３

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
武
田
恭
一
１
等
空
佐
）
は
１
２
月
１
３
日
（
火
）、
株
式

当
日
は
同
組
合
の
加
盟
団
体
で
あ
る
株
式
会
社
タ
ミ
ヤ
の
会
長
、
株
式
会
社
青
島
文
化
教
材
社
の

え
る
よ
う
広
報
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。

会
長
と
社
長
、
株
式
会
社
ハ
セ
ガ
ワ
の
社
長
と
取
締
役
の
５
人
が
出
席
し
、
武
田
本
部
長
が
感
謝
状

固定ベルトの説明

特別公開

は
な
ん
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
が
寄

隊
に
入
隊
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
。

富
士
所
は
、
今
後
も
入
隊
予
定
者

見
学
後
、
参
加
者
は
「
車
だ
け
で

せ
ら
れ
、
乗
員
が
丁
寧
に
回
答
し
て

ま
た
「
乗
り
心
地
は
い
い
で
す
か
」

な
く
戦
車
も
輸
送
で
き
る
の
が
す
ご

「
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
乗
員
を
希
望
し
た
理
由

砂
浜
に
上
陸
し
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
内

部
見
学
で
は
、
操
縦
席
に
座
っ
た
り
、

乗
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

が
分
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
車
両
を

席
に
よ
っ
て
操
縦
や
監
視
な
ど
役
割

固
定
す
る
フ
ッ
ク
の
使
い
方
な
ど
、

の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
自
衛

行
っ
て
い
く
。

い
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
た
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
任
務
や
装
備
に
つ
い
て


